
W.技 術報告

1.湯 浅農場

1)柑 橘の品種 ・系統保存 友廣教道

品種 ・系統保存は,1973年 和歌 山県果樹試験場 より成木 の分譲 を受 けて以来,順 次収集 を行い,現

在に至っている.第15表 に品種名簿を列記す る。

第15表 柑橘の保存品種 ・系統

柑橘の種類 品種 ・系統

ミカン類

スイー トオ レンジ

ネーブル

ブ ンタン

グ レープ フル ーツ

雑柑

興津系

キ ンカ ン

レモ ン

ライム

ユズ

カボス

シーク ワーサー

カラタチ

帯高蜜 柑,小 紅蜜柑,紀 州丸蜜柑,紅 温州,紀 州太平蜜柑,無 核紀州,唐 蜜柑,

班入 温州,タ チバナ,四 季橘,長 島小 みかん,金 柑子温州,小 林蜜柑,

マー トル リーフオ レンジ

ジ ョッパ,福 原 オ レンジ,ジ ャフ ァ,雪 柑,バ レンシアオ レンジ,支 那蜜柑,

ゴール デ ンナゲ ッ ト,ト ロビタオ レンジ,セ ン トミケール,オ マーナジ ャフ ァ,

ナバ レンシア,ベ ス トシー ドレス,カ ラブ レーゼ,パ イ ンア ップル,

ネオバ レンシア,パ ー ソンブラ ウン,レ ッ ドシ レッタ,ホ ワイ トシ レッタ,

ホ ッペ サマーオ レンジ,マ ー スオ レンジ,ペ ー ラナ タール,ペ ー ラ ドリィオ,

バ レイシア レイ トセ トウバル,ハ ム リンオ レンジ,タ ロッコ,モ ロ,

マル チーズブラ ッ ド,カ ラー,マ ー コッ ト

ワシン トンネ ーブル,白 柳ネ ーブル,吉 田ネー ブル,森 田ネー ブル,

トム ソンネー ブル,鵜 久森ネー ブル,バ イ アネー ブル,ベ ラ ミネーブル,

ロバー トソンネーブル,丹 下ネ ーブル,福 本ネー ブル

オオタチバナ,安 政柑,ロ ノ津2号,水 晶文旦,平 戸文旦,谷 川文旦

ピンクマー シュ,ウ イニー,ダ ンカ ン,ス ムー スセ ビレ,レ ッ ドブラ ッシュ,

マーシ ュ

ソ連 タ ンジェ ロ,サ ンジャシン ト,セ ミノール,紅 榿柑,寿 柑,和 紅八朔,

田の浦オ レンジ,立 花 オ レンジ,マ ル メラ,柚 柑,絹 皮柑,川 畑柑,鳴 門柑,

舟床柑,安 藤柑,春 光柑,小 林柑,旭 柑,三 宝柑,黄 金柑,オ レンジ 日向,

ダイダイ,菊 蜜柑,仏 手柑,菊 実榿,花 良治,日 向夏,宝 来柑,柑 子,八 ッ代,

九年母,酢 榿,げ ん しょう柑,デ コポン

興 津12号,興 津13号,興 津15号(メ イ ポメロ),興 津16号(イ エ ロー ポメロ),興

津17号,興 津18号,興 津19号,興 津20号(ス イー トスプ リング),

興津21号(清 見),興 津22号,興 津25号,興 津26号

長 実金柑,長 寿金柑,プ チマル,タ マ タマ キンカン,長 葉,豆 金柑(4×)

リスボ ンレモ ン,ビ ラフランカ レモ ン,プ ライヤー レモ ン,イ タ リー レモ ン,

レモ ン(cookeUREKA)

スイー トライ ム,ラ イ ム

種 な しユ ズ,ジ ャンボユ ズ,獅 子柚,花 柚,唐 柚

種 な しカボス,夏 カボス,み かんカボ ス,カ ボス

カー ビシー,イ シクニ ブ,フ スブター,無 核 シー クワシャー,

勝 山クガニー,大 宜味 クガニー,ミ カングワー,ヒ ー ジャー クニブ

トゲナ シカラタチ,ポ メロイ,ロ ブ スター,ル ビ ドー,班 入 りカ ラタチ,

大葉系,中 葉系,小 葉系,広 葉系,一 才系,曲 針系,飛 竜,雲 竜,USDA,

ウエーバー フォーセ ッ ト,カ ラタチ単胚系,カ ラタチ(4×)



本年度,補 植 お よび新たに導入 した品種 は第16表 の通 りで ある.京 都 大学院農学研究科附属農場 よ

り肥後八代(熊 本県)産 の柑橘で有田 ミカンの祖先ではないか といわれてい る高田(こ うだ)ミ カン

お よび普通ハ ッサクを導入 した.

本農場が保有 してい る資源は,新 品種以外 に希少な品種 も多 く,遺 伝 ライブラ リをつ くる上で重要

である。人間が豊かに生活するた めの有用資源の材料 として,柑 橘類の保存 ・収集 に努 めていきたい.

第16表 柑 橘 の保存 品種 ・系 統

柑橘の種類 品種 ・系統

ミカ ン類

ブ ンタ ン

雑 柑

興津 系

キ ンカ ン

帯高 ミカ ン

谷川 ブ ンタン

サ ンジ ャシン ト,寿 柑,柚 柑,船 床柑,宝 来柑,九 年母

興津13号,興 津26号

丸 キ ンカ ン

2)温 州 ミカン浮皮 防止試 験 堀川勇次

浮皮の防止 を目的に,ホ ウ素 ・カル シ ウム配合複合肥料 とセルバイン(塩 化カル シ ウム,硫 酸カル

シ ウム水溶剤)の 効果を検討 した.

【材料お よび方法】

材 料46年 生ウンシュウミカ ン`林 温州'

試験区A区:CS-20FWホ ウ素 ・カル シ ウム配合複合肥料2号(以 下Nセ ルバイ ン と省略)250倍 液

を6,月か ら9.月までほぼ1か 月おきに3回 散布

B区:Nセ ルバイ ン250倍 液 を6月 か ら9月 まで1か 月おきに3回,セ ルバイン400倍 液を9月 か

ら11月 まで約2週 問おきに6回 散布

無処理区

散布方法 丸 山式ステ レオスプ レヤー(ST-1000DS-2)で,通 常散布(10a当 り450～500の

調査方法

採 取 日:平 成21年12月3日

採取個数=A区,B区,C区 各300個

浮皮程度:浮 皮程度は判別基準(写 真)に よ り判別

果実品質:各 区ランダムに8果 ずつ採取 し,果 重,糖 度,有 機酸含量 を測定

有機酸含量は0.1NNaOHを 使用 し,ク エ ン酸含量に換算 して算出

第17表 各 区の処理方法

試験区 資材名 散布回数 処理日
A区

B区

Nセ ルバイン3回

Nセ ルバイン3回

セルバイ ン6回

6.月15日7.月23日

8月17日

6.月15日7.月23日

8月17日

9月19日10月5El

10月15日10月28日

11月2日11月16日

無処理区



【結果お よび考察】

今年は夏に雨が少な く収穫前に雨が多く,温 度が高い とい う気象条件であったが,浮 皮の程度は散

布 区,対 照区 とも差がみ られ なかった(第18表).一 般的に水はけの悪いほ場では浮皮が発生 しやす

い.Nセ ルバイ ン+セ ルバイ ン散布 区の土壌は水はけの悪 く,無 処理区の土壌は水はけが 良い ことか

ら,Nセ ルバイ ン+セ ルバイン散布 は浮皮 に少 しは効果があった ように思 われ る.

品質 に関 しては,Nセ ルバイ ン散布 区は糖度 が高か った(第19表).Nセ ルバイ ン+セ ルバイ ン散布

区は無処理区 と差がなかったが,こ の理 由として,水 はけの悪い下手に樹が植 えれ ていた ことが考え

られ る.

これ らの ことよ りNセルバイ ン+セ ルバイ ンは浮皮の軽減 と品質向上に効果があ るように思 えた.

3)マ ン ゴー抑 制 栽培 にお け る秋 季加 温 の効 果 検証 藤 田卓也

当農 場 で は,マ ン ゴー の 抑 制 栽 培 を 行 っ て い る が,通 常,`ア ー ウ ィ ン'は9月 上 旬 に は収 穫 が終

わ り,9月 中旬 にせ ん 定 を行 い,せ ん 定後 に発 生す る新 梢 が 主 に翌 年 の 結果 枝 とな る.と こ ろが,せ

ん定 後 に発 生 した新 梢 が充 実す る時期 で あ る10月 ～12月 は 外気 温 が低 下 し,日 照 時 間お よび 日射 量 も

低 下 す る.従 来 の温 度 管理 で は,秋 季 に は加 温 を行 っ てお らず,12月 ～1月 は最 低 気 温 を5℃ に管 理 し

て きた.新 梢 が充 実 度 が低 い ま ま翌年 の開 花期 を迎 え る と結 実が 不 良 とな り,収 量 が不 安 定 にな る要

因の 一つ と考 え られ る.

そ こで,秋 季 に加 温 して 新梢 の充 実度 を高 め る こ とに よ り,翌 年 の結 実 を 良 く して,収 量 を増や す

こ とを 目的 に,実 験 を行 った.

【材 料お よび 方法 】
`アー ウィ ン'が 植 栽 され て い る1号 ハ ウス と2号 ハ ウス(そ れ ぞれ 間 口9m ,奥 行 き54m,2連 棟)

を使 用 した.`ア ー ウィ ン'の 樹齢 は1号 ハ ウス では19年 生,2号 ハ ウス は15年 生 で あ る.

1号 ハ ウス は秋 季 に加 温 を行 う区(秋 季加 温 区),2号 ハ ウス は年 内加 温 を行 わ な い 区(対 照 区)と

した.秋 季加 温 区で は10月1日 以 降,最 低 気温 を20℃ と して,徐 々 に最低 気 温 を 下 げて,12.月22日 に5.

5℃ と して管 理 した.対 照 区は秋 季加 温 を行 わず,年 内 の最 低 気 温 を5.5℃ と して管 理 した(第6図,

第7図).そ の他 の栽培 管 理 は 同 じよ うに行 った.



【結果お よび考察】

1号ハ ウス,2号 ハ ウス とも開花期は4月 上中旬,収 穫期は8月 中下旬 と変わ らず,収 量 も平成20年 よ

り多 く,処 理 による明確 な差がみ られなかった.

この原因 としては,平 成20年 は収量が少 なかった ことか ら,い ずれのハ ウス とも新梢 の充実度が高

く,そ の結果,秋 季加温による新梢充実度への効果が現れ にくかったのではないか と考 え られ る.

来年度 もこの試験 を継続 して,秋 季加温 の効果 を検証す る予定である.



2.生 石農場

1)`と よのか'種 を利用 した夏期 いちご栽培技術の確 立 大硲靖之

現在,い ちごは ク リスマス前か ら5月頃にかけて生産 ・消費 されているが,近 年,ケ ー キな ど夏の

需要が増 している。 したがって,夏 期収穫可能ないちごが生産できれば,当 農場 の差別化 が図れ る と

考 えられ る.幸 いに も当農場 は高地にあるため,低 温 を利用 し開花時期を遅 らせ ることによって,い

ちごの夏期収穫が期待できる.今 回,容 易に入手できる`と よのか'種 の夏期栽培技術 について,昨

年に引き続 き検討 した.

【材料お よび方法】
`とよのか'種 を利用 して

,標 高750mの ビニールハ ウス内で栽培試験を行った.生 石農場 と湯浅農

場間の標高差(約700m)を 利用 して山上げ,山 下げを実施 して開花時期 を調整 した.施 肥につ いては,

1ポ ッ ト当た り中玉固形肥料3～4個,化 学肥料(8-8-8)を 一掴み,追 肥 として化学肥料,キ チ ン質入 り

肥料 を一掴み程度与えた。

【結果お よび考察】

本年 は8月初旬 まで収穫が可能で あった.昨 年は,7月 の梅雨明けまで収穫可能 であ り,梅 雨明けと

ともに収穫 が減少 し,特 に8月 の高温時には果実が小型化 した.本 年 は昨年に比べ て収穫時期 が延長

で きた と考え られた,

今後,促 成栽培(初 春期 のハ ウス内温度上昇,ラ ンナーの早取 りなど)を 行 うことによって7月 と8

月の収穫を 目指 したい.ま た,夏 期収穫可能な品種 の栽培試験 も検討す る.

2)堆 肥 の品質向上を 目指 した温度管理に関わる試験 岩森 明彦

堆肥の品質 向上には,素 材 となる家畜糞 の温度管理が重要である.ま た,近 年 の家畜家禽にお ける

伝 染病予防 のために も,こ れ ら糞便 の温度 管理 が求め られ る(鳥 インフルエ ンザ ウィルスは60-70℃

で失活).本 試験 では,当 農 場の堆肥を確 実に60℃ 以上にす るため,堆 肥盤 の構造 と発酵菌 の添加方

法について検討 した.

【材料お よび方法】

現在使用 しているコンク リー ト製堆肥盤 をコンパネ資材 を用いて箱型 に覆 い,一 部換気ができるよ

うに開閉可能 な構造 に した(木 枠堆肥盤,第8図).さ らに,従 来は牛糞 を堆肥盤へ移動 した直後に

添加 していた発酵菌(MTヒ ューマ ス菌)を 牛房 の敷料交換時に予 め添加 した(添 加量:堆 肥1～3㎡

に対 して1kg).堆 肥の温度は,堆 肥の 中心部 を測 定できる専用の温度 計を用 いて,牛 糞 を堆肥盤 へ

移動 してか ら定期的 に測定 した.

【結果お よび考察】

試験は,平 成21年4月 か ら12月 まで10回 行 った.4月 か ら5月 までは10日 程 の期間で60℃ に達 し,6月

下旬 になると3日 ほ どで60QC以 上にな り,10日 目には最高温度 の67QC(6月29日)ま でに上昇 した.7

月か ら11月 までは1頂調に3日 ～7日 で60℃ 以上に達 した.12月 か らは,気 温の低 下により木枠 内に水滴

が付 き,う まく温度 が上が らな くな り昼間に換気す る必要 があったが,2週 間で60℃ 以上に達 した.

今後の対策 としては冬場 の換気 と,牛 糞 とオガクズの割合,そ して水分調節 に注意す る必要が ある

と考 えられ る.昨 年は,最 高温度が57℃ 程度に しかな らなかったが,今 回の試験に よって木枠堆肥盤

への改造 と発酵菌 の敷料交換時の添加 が有効であることが立証 された.



3)ミ ニブ タの質的向上に向けた取組み(畜 舎の洗浄 と消毒)大 硲靖之

ミニブ タの実験動物化に向けて試験研 究に取組 んでいるが,ミ ニブ タの衛生状態につ いては,毎 年

寄生虫(と くに回虫類)が 発生 してお り,個 体の品質は決 して良い状態ではない.

そこで,本 年 は ミニブタの衛生状態 の向上を 目指 して,個 体の駆虫 と畜舎の洗浄 ・消毒 を徹底 した.

駆 虫 としては,豚 回虫用駆 虫薬(フ ルベ ンダゾール,製 品名 フルモ キサール散5%,シ ェ リング ・プラ

ウアニマルヘルス社)を 平成21年2月 か ら12月 まで合計7回 投与 した.ま た,高 温高圧洗浄機 と次亜

塩素 による豚舎内の洗浄 と消毒を合計3回 実施 した.

現在(平 成21年12.月)の ところ,回 虫等の発生はみ られず,根 絶 出来た可能性 が高い と考えている.

今後 も駆虫 と畜舎の洗浄 ・消毒を実施す る予定である.

4)黒 毛和牛 の哺育マニュアル作成について 谷 口公則

当農場 において黒毛和牛の繁殖 ・肥育一環経営 を計画 してお り,出 産時までの作業お よび準備,哺

育施設 ・環境,品 目別哺乳 ・哺育方法等 について農場独 自の子牛哺育マニュアルを作成 した(詳 細非

表示).

今後,こ のマニ ュアル に従って哺育管理を行い,高 品質な子牛を生産 していきたい.


